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（訂正）「平成 31 年 3月期 第 1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

平成 30 年 8 月 1 日に公表いたしました「平成 31 年 3 月期 第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（連

結）」の記載内容の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします（訂

正箇所は下線を付して表示しております。）。 

なお、数値データについては、訂正はありません。 

 

記 

 

【訂正箇所】9ページ 

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

（訂正前） 

当社は、当第１四半期連結累計期間において、当社の連結子会社である東洋鋼鈑㈱の普通株式に

対する公開買付を実施し、同社の普通株式 42,827,381 株を取得したことにより、資本剰余金が9,781

百万円増加している。また、平成 30 年５月 15 日開催の取締役会決議に基づき、東京証券取引所に

おける市場買付により当社普通株式 2,854,500 株を取得したことにより、自己株式が 5,265 百万円

増加し、さらに、平成 30年６月 27日付で、自己株式 14,912,905 株の消却を実施し、利益剰余金及

び自己株式がそれぞれ 24,779 百万円減少している。この結果、当第１四半期連結会計期間末におい

て、資本剰余金が 11,142 百万円、利益剰余金が 542,325 百万円、自己株式が 5,266 百万円となって

いる。 

 

（訂正後） 

当社は、当第１四半期連結累計期間において、当社の連結子会社である東洋鋼鈑㈱の普通株式に

対する公開買付を実施し、同社の普通株式 47,827,381 株を取得したことにより、資本剰余金が9,781

百万円増加している。また、平成 30 年５月 15 日開催の取締役会決議に基づき、東京証券取引所に

おける市場買付により当社普通株式 2,854,500 株を取得したことにより、自己株式が 5,265 百万円

増加し、さらに、平成 30年６月 27日付で、自己株式 14,912,905 株の消却を実施し、利益剰余金及

び自己株式がそれぞれ 24,779 百万円減少している。この結果、当第１四半期連結会計期間末におい

て、資本剰余金が 11,142 百万円、利益剰余金が 542,325 百万円、自己株式が 5,266 百万円となって

いる。 

以上 


